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食物栄養専攻学生の就職状況
－今後の対策－
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Finding employment situation of Dietitian course student's
－Measures in the future－
Yoriko UMEHARA・Yoko INUI・Isuzu MAEZAWA・Aya MIURA
Mineko FUKUNAGA・Yoshiko YAMADA
To understand the realities of finding employment of the student, it investigated.
The results were as follow:
１）Half of students become dietitians.
２）Feeding service company occupies 2/3 finding employment as the dietitian.
３）Finding employment is decided to half of students within the year.
４）The job offer number of dietitians was 50 percent to June from April, and 90 percent to
December from April.
５）The student who changes finding employment hope doesn't have the purpose.
６）It has been understood that making the time of the course support early is necessary.
はじめに
栄養士の資格は、高校卒業後に厚生労働省が指定した栄養士養成施設で２年以上学び、必要
な知識や技術を修得した後、都道府県知事に免許を申請することによって取得することが出来
き、全国では毎年約２万人が栄養士免許を手にしている。
全国栄養士養成施設協会が実施している「管理栄養士・栄養士養成施設課程卒業生の就職実
態調査」
１）
によると、管理栄養士課程、専門学校、短期大学、四年制大学ではそれぞれ就職状
況は多少異なり、栄養士業務に就くものの割合は、管理栄養士課程約６割、専門学校約７割、
短期大学約４割、四年制大学４割弱となっている。業務内容を職域別にみると、すべての大学
で工場・事業所（管理栄養士課程約４割、その他の大学５割前後）が最も多い。次いで、管理
栄養士課程では病院で３割弱となっており、その他の学校では、社会福祉施設、児童福祉施設、
病院の割合がそれぞれに 10～15％ほどであり、本学も同様の結果である。
私たちは、平成 16 年度教員研究発表会において「食物栄養専攻に学ぶ本学学生の進路希望
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と就職状況について」
２）
調査し報告した。その結果、入学時より栄養士として働きたいと希望
し続けている学生ほど、希望職種への就職率は高いことがわかっている。しかし、学生の進路
希望が必ずしも実際の就職状況では叶えられていないことも明らかとなった。
この結果を踏まえて、就職進学課進路センターでは学生と個人面談を実施し、進路希望の把
握に努めている。また、教員が採用会社へ御礼を兼ねて訪問し、会社との関係を強化している。
さらに、給食会社５社ほどに本学へ来校してもらい、学内で説明会を実施し、学生の就職活動
意欲を高めるなど様々な工夫をしている。
しかし、平成 19 年度卒業の２年生においては、平成 20 年 1 月下旬においても、まだ就職先
が決まっていない学生が 10 名ほどみられ、卒業を目前に就職試験を初めて受ける学生もある。
このように食物栄養専攻の学生は、毎年のように焦って就職先を決めている光景があるように
感じ、就職を決める時期が遅いのではないかと考えられる。
そこで今回は、学生の就職先や就職決定時期、求人状況などの実態を把握するために調査を
行い、今後の進路支援をどのように改善していくかを検討した。
１．調査方法
１・１．調査時期
調査期間は、平成 16 年４月から平成 20 年１月まで。
調査時期は、１年生の入学時期（４月中）、１年生の後期終了時期（６月下旬から７月上旬）、
１年生終了時期（１月下旬から２月上旬）、２年生の後期開始時期（９月下旬から 10 月上旬）、
２年生の終了時期（１月下旬から２月上旬）に行った。
内容の検討は、平成 20 年２月に行った。
１・２．調査対象
平成 20 年１月に在籍していた（平成 19 年度卒業となる・以下、今年度）食物栄養専攻の２
年生 41 名、１年生 41 名、平成 18 年度卒業生（平成 19 年３月卒業・以下、18 年度卒）39 名、
平成 17 年度卒業生（平成 18 年３月卒業・以下、17 年度卒）39 名を対象とした。
１・３．調査方法
卒業後の進路希望について自己記入式アンケートを行った。
｢栄養士として就職したい｣、｢栄養士課程の専門性を生かせる職種で就職したい｣、「その他の
職種で就職したい」、「就職はしない」、「進学したい」、「その他」（その他は記述あり）の６つの
なかから１つを選択してもらった。
調査時期に従って同じ設問に解答してもらい、進路変更のあった場合には変更時期と変更理
由を記述してもらった。
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２．結果
２・１．進路希望と就職先
18 年度卒を例に進路希望の変化を図１に示す。入学時には「栄養士（栄養士として就職した
い）」63.9％、「専門職（栄養士課程の専門性の生かせる職種で就職したい）」22.2％であり、ほ
とんどの学生（９割弱）が栄養関
連の業務に就きたいと思っている
が、１年生終了時には６割に落ち
込み、校外実習終了後の２年生後
期には６割を割ってしまう。さら
に、栄養士のみをみてみると、入
学直後には６割強あったものが、
１年生終了時には２割強と栄養士
業務に就きたいと思う学生が約１
/３になり、２年生後期には２割を
切ってしまうという結果であった。
しかし、実際の就職先をみてみ
ると、栄養士５割強となっており、
入学直後から約 10％の減少に止
まっている。
２・２．就職状況
実際の就職状況を図２に示した。17 年度卒のなかで栄養士として就職した学生は 48.7％、18
年度卒は 53.9％、
今年度は１月現在
で 51.2％であり、
半数の学生が栄養
士業務に就いてい
る。専門職（専門
性を生かせる職
種）は 17 年度卒が
10.3％、18 年度卒
が 15.4％、今年度
が 4.9％である。
平成 17 年度の
「栄養士課程及び
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1)
（短期大学 129 校平均）の結果をみると、栄養士 42.6％、
専門職 6.9％であり、本学学生の栄養士と専門職への就職率は高い傾向にある。栄養関連の業
務に就く割合だけでなく、進路の決定率も 95％ほどであり毎年高い傾向にある。
２・３．職域別の栄養士業務
栄養士として就職した学生がどのような職域に就いたかを図３に示した。17 年度卒は、給食
会社へ 63.2％、児童福祉施設 5.3％、老人福祉施設 10.5％、病院、その他 10.5％であった。18
年度卒では、給食会社 71.4％、児童福祉施設 4.8％、教育委員会（臨時栄養教諭）19.0％、食
品会社 4.8％であった。今年度の現状では、給食会社 71.4％、児童福祉施設 14.3％、老人福祉
施設 4.8％、食品会社 9.5％である。
このように栄養士としての就職先は、給食施設が２/３を占める。
２・４．進路決定時期
学生がどの時期に進路を決定しているのかを図４に示した。17 年度卒では、２年生の後期が
始まるまでに就職が決まった学生は 35.9％、10～12 月 18.0％、１～３月 41.0％であり、18 年
度卒では、後期まで
23.1 ％ 、 10 ～ 12 月
20.5 ％ 、 １ ～ ３ 月
51.3％であった。今年
度は、後期まで 29.3％、
10～12 月 26.8％、現在
１月下旬まで 17.1％
となっている。
このように、年内に
就職先が決まっている
図３ 栄養士の職域
図４ 進路決定時期
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２・５．進路決定時期と職種
進路決定時期と職種について 17・18 年度卒を図５、図６に示した。
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17 年度卒で、後期までに就職が決まった学生の職種は、栄養士 71.5％、専門職 14.3％、一
般職 7.1％、進学 7.1％、10～12 月では、栄養士 42.9％、専門職 14.3％、一般職 28.6％、進学
14.3％、１～３月では、栄養士 37.5％、専門職 6.3％、一般職 37.5％、進学 6.3％、その他 12.4％
であった。
18 年度卒では、後期まででは、栄養士 88.9％、専門職 11.1％、10～12 月では、栄養士 50.0％、
専門職 37.5％、進学 12.5％、１～３月では、栄養士 45.0％、専門職 10.0％、一般職 40.0％、
進学 5.0％であった。
決定時期が早いほど栄養士として就職する学生の割合は増加し、決定時期が遅くなるほど一
般職への就職割合が増加している。栄養士として就職したいと強い意志を持った学生は早い時
期より就職活動を行い、就職に結びついていることが考えられる。それに対し、年内に就職先
を決められなかった学生については、成績下位者の割合が多いことがわかり、栄養士にはなり
たくないなど目的意識がはっきりしないために、進路決定が遅くなってしまうことも伺える。
さらに、個人面談の担当者からは、就職先が決まらない学生にはアルバイト経験のない学生が
多いとの報告もあり、コミュニケーション能力の低さが目立つようである。
２・６．栄養士の求人状況
本学への栄養士の求人状況について、17 年度卒を例に図７に示した。全求人票の件数は 52
件であった。そのなかでも給食会社は 65.4％を占めており、求人数が１人ではない会社もある
ので、栄養士として 52 人以上の求人はあるといえる。本学学生が仮に６割が栄養士として就職
すると 24 人分の求人があれば賄えるわけであるから、単純に考えても２件のうち１件を選ぶこ
とができるといえる。
４～６月の３ヶ月間で 25 件の求人件数があり、全体の５割の求人が２年生になった最初の３
ヶ月にあることがわかった。本学では年内に進路が決定している学生は５割前後であるが、栄
養士としての求人は年内に 48 件と 92.3％を占めている。栄養士として就職するためには、こ
の求人状況の波に乗って年内に決めてしまうことがカギとなってくる。約半数の学生は１～３
月に就職先を決めるが、この頃には栄養士としての就職先はほとんどなく、他の職種に就くこ
とになる。どうしようかと迷っているうちに栄養士にはなれなくなるのである。
図７ 17 年度卒の求人状況
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２・７．栄養士の求人状況と学生が実際栄養士として就職した職域
栄養士の求人状況の割合と実際に学生が栄養士として就職した職域の割合を比較するために、
17 年度卒を例に図８に示した。栄養士の求人状況は、給食会社 65.4％、児童福祉施設 9.6％、
老人福祉施設 7.7％、病院、その他 17.3％であり、給食会社が２/３を占めていた。栄養士とし
て就職した学生が実際に就いた職域の割合は、２・３．職域別の栄養士業務でも報告したとお
り、給食会社 63.2％、児童福祉施設 5.3％、老人福祉施設 10.5％、病院、その他 10.5％であっ
た。求人状況と実際就職した職域はほぼ一致しており、学生の希望した進路先へ就職できてい
るように見受けられる。２・６．栄養士の求人状況から、学生は２件のうち１件を選択できる
ことを考えると、求人状況を把握した４～６月に活動を始めていくことで就職を決定する時期
は早くなり、卒業前には全員の就職先が決まると考えられる。
２・８．一般職に就く理由
入学当初に一般職に就きたいと思っている学生はわずか１～３人であり、本来なら一般職に
就きたいのであれば、夏休みに入る前には就職内定をとっておきたい。これらの学生に対して
は、特に早めの就職活動が望まれる。
それ以外のほとんどの学生は栄養士になりたいと思って入学するが、途中で進路変更するこ
とになる。学生が進路変更にあげた理由をみてみると、１年生の前期から、授業が難しくてつ
いていけない、栄養士としてやっていく自信がない、栄養士業務が思っていたものと違ったと
いうことを理由に、栄養士になるのはやめようと思い始める。さらに、２年生で行う校外実習
先で栄養士の仕事を目の当たりにして、仕事の大変さがわかり、栄養士に向いていないと実習
終了後（２年生の９月）には進路希望を変更する。しかし、これらの学生にははっきりとした
栄養士以外に就きたい職業はないため、迷っているうちに就職活動が年を越してしまうのでは
ないかと考えられる。
図８ 17 年度卒の栄養士求人状況と実際に栄養士として就職した職域
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３．まとめと考察
私たち食物栄養専攻の教員は、ほとんどの学生が栄養関連の職に就きたいと思って入学する
わけであるから、その希望を叶えてほしいと思っている。
食物栄養専攻の半数の学生は栄養士として就職し、そのなかでも給食会社が２/３を占める。
給食会社からは、病院、老人福祉施設、事業所、社員寮などへ派遣されるので、広い範囲で知
識や技術を習得させたい。また、栄養士の求人件数は、２年生の６月までに５割に達すること
から、平成 20 年度からは、学生が４月に就職活動を開始できるようにサポートしていかなくて
はならない。
さらに、求人状況と実際の職域は一致していることから、就職活動を全員が早く開始するこ
とで、卒業目前になって就職先が決まっていない学生は減少すると考えられる。しかし、進路
希望調査は職域まで調査しておらず、本当は病院へ就職希望していたのに給食会社に就職した
という学生や、栄養士ならどこでもよいと思って求人件数の多い給食会社に就職した学生がい
る可能性もあると考えられる。その点では、希望職種を把握するのはもちろん、職域まで調査
をしていく必要性を感じ、本当に学生の希望と就職先にはミスマッチがないのかをみていきた
い。
1 年生のうちから授業内容がわからなくなったり、２年生の夏休みに校外実習に行って、栄
養士として就職する自信が一旦なくなる学生も見受けられるが、実際に栄養士として就職した
学生は、入学当初に栄養士として就職したいと希望していた学生よりも約 10％の減少に止まる
ことがわかった。最終的に４～５名ほどが栄養士から一般職へ進路希望を変えることになるが、
これらの学生をなくしていくためには、授業環境面でのサポートや大量調理の経験を増やして
自信を持ってもらうことが必要であると考える。
以上のような状況を踏まえて、本学の就職進学課進路センターでの進路支援の現状と今後の
対策について以下に紹介する。
４．進路支援の現状と今後の対策
本学の就職進学課の進路センターには常駐する職員が 1 人おり、学生の進路相談や求人情報
の提示、キャリア教育の運営などを行っている。常駐する職員は普段１人で 100 人以上の学生
の対応に当たっているが、各専攻から１人以上の教員ということで５名、他にも職員２名がサ
ポートし、組織として動いている。
その他にも、学生はゼミの担当教員にも相談をすることができる。
４・１．個人面談による進路希望の把握
学生の進路希望は、平成 17 年度までは、進路登録カードという調査用紙に、就職するのか、
進学するのかなどの進路希望や、就職の場合は職種について書き込んでもらうことによって把
握していた。
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平成 18 年度からは、２年生の５月に１人５～10 分の個人面談を行い、進路希望の聞き取り
を行っている。学生は人に自分の進路希望を話すことにより、本人のなかで一層はっきりした
決意に変わる。また、担当職員は、希望職種や地域などを把握することによって、マッチした
求人先を紹介することが出来る。
平成 19 年度には、２年生の就職が決まっていない学生には９月にも個人面談を実施し、現在
のところ昨年度よりも就職率は 10％増の結果を残している。職員とのコミュニケーションを通
して就職することへの具体性が高まり、この結果に結びついたことが考えられるため、来年度
（平成 20 年度）も実施していく必要がある。
今回の調査結果より、４月には就職活動を開始したほうがよいことがわかり、来年度には４
月中に個人面談を実施するほうがよい。また、職種だけではなく職域希望のアンケートを実施
し、よりミスマッチをなすことを考えている。
４・２．採用会社への御礼訪問の実施
平成 18 年度より教員による会社訪問を行っている。前年度に学生を採用していただいた会社
へのお礼と今年度の採用のお願いを兼ねて、食物栄養専攻の教員が５月下旬～６月上旬に会社
を訪問している。これは、会社との連携を深めていくことが目的ではあるが、訪問時期は採用
試験の時期に合わせて４月～５月上旬までに済ませておくと、学生の採用にも何らかのよい影
響を与えるのではないかと考えられる。
４・３．学内における給食会社の説明会を実施
本来、会社説明会には自分から出掛けていくものではあるが、某会社から学内での会社説明
会の開催を依頼され、５月上旬に学内へ給食会社を招いて、学生に対して会社の説明をしてい
ただく機会を平成 18 年度より設ている。平成 19 年度は、年間行事に組み入れて定例化し、５
社を招いて、学生の選択幅を増やした。
また、本学の学生は６割が給食会社に就職している現状を考えると、給食会社を希望する学
生は求人状況に合わせた４月より活動を開始する必要があるため、来年度からの会社説明会は
少なくとも４月に実施する必要がある。
４・４．キャリア教育の充実
現在行っているキャリア教育は、１年生では自己発見やマナー講座を中心に、２年生では本
格的な就職活動を前にして実践的な講座を行っている。２年生の４月から就職活動を始動させ
るためには、１年生の後半よりキャリア教育を充実させていく必要がある。２年生になる前か
ら、栄養士としての職業意識の植え付けややりがいを知るために、卒業生の職業体験談などを
聞く講座を検討している。
また、栄養士の業務内容について認識が低いために、授業内容に興味が持てず、校外実習で
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もこんなはずじゃなかったと感じる可能性もあることから、最初から栄養士についての認識を
高めることで、授業の重要性や内容に興味をもってもらうことが出来るのではないかと考えら
れる。１年生の入学当初には、栄養士の仕事についてや栄養士の職域、職域別の業務内容など
を学ぶための講座も検討中である。
４・５．インターンシップの導入
インターンシップとは、学生が一定期間企業のなかで研修生として働いて、自分の将来に関
連のある就業体験を行うものである。近年、若者の離職率が問題となっており、インターンシ
ップで就業体験を積むことによって、就職活動でのミスマッチを防ぐ狙いが大きくある。本学
でも最近、早期離職の問題が出てきているため、インターンシップの導入を考えなくてはなら
ない。
また、進路決定時期が遅い学生の特徴として、アルバイト経験がないこともあげられたこと
からも、目的は違ってくるかもしれないが、インターンシップをうまく利用していくべきであ
ると考える。
５．要約
学生の就職決定時期や就職先、求人状況などの実態を把握するために調査を行い、次のよう
な結果を得た。
１）学生の約半数は、栄養士として就職する。
２）栄養士としての就職先は、給食会社が２/３を占める。
３）年内に就職が決まっている学生は約半数である。
４）栄養士の求人件数は、４月から６月に全体の５割、４月から 12 月に全体の９割ある。
５）進路希望を変更した学生には、就きたい職業がない。
６）進路支援時期を早めに設定することが必要であることがわかった。
おわりに
来年度からは、求人状況にあわせた早めの進路支援を行うことで、進路希望に沿った就職が
叶うことを願っている。そのためには担当職員と教員、学生間の連携をより深めていかなくて
はならない。
私たち食物栄養専攻を担当する教員の立場から、今後は、一般職への進路変更理由である授
業の難しい点や実習の大変な点についての調査を実施し、授業内容や授業方法の検討、改善な
どを行い、入学した学生全員が栄養士になりたいと思ってもらえるように努力していきたい。
また、一部ではあるが、就職活動が遅くなってしまう要因の一つとして、アルバイト経験がな
いことが挙げられ、大学外での活動や内容を調査していくことも必要であると感じた。
私たちは、授業で専門的な知識や技術を教えるだけではなく、栄養士という職務の魅力を伝
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え、よりよい人材の育成に努めていかなければならない。
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